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【序論】	 後期重爆撃期に小惑星や彗星が初期

地球に衝突した際、地球外有機物が生命原材料

物質として地球に供給されたと考えられてい

る（Chyba and Sagan, 1992）。この仮説を実証
するために銃実験による有機物の衝撃合成が

報告されている（Blank et al. 2001; Mimura et al. 
2005; Furukawa et al. 2009）。一方で銃実験では
地球脱出速度（> 11 km/s）に相当する超高圧
（~400 GPa）の発生が難しく、並びに閉鎖系で
あるという問題点もある。本研究では、より実

際的な小天体衝突条件を再現するため、高強度

レーザー衝撃圧縮法を用いた天然隕石試料の

開放系衝撃実験を行い、試料から生じる揮発性

成分を同定した。 
【実験】	 試料には炭素質コンドライトの

Murchison隕石（CM2）、普通コンドライトの
Parnalee隕石（LL3.6）を用い、それぞれの粉末
状ペレット（厚さ100 μm）を作製した。試料
の前にアルミニウム又はタンタル製のアブレ

ータを置き、大阪大学レーザーエネルギー学研

究センターの激光XIIを用いて衝撃実験を行っ
た。レーザー波長1053 nm、パルス幅 ~20 ns、
レーザー径 ~0.4 mm、衝撃圧100-400 GPaとした。
試料から生じた揮発性成分を直接、四重極質量

分析装置（QMS）で測定した。また、比較のた
めに隕石試料がない条件で同様の実験を行っ

た。 
【結果と考察】	 Murchison隕石から生じた揮発
性成分量は高圧条件ほど多く、主要な生成化合

物はH2、次いでCOであった。その他には、400 
GPa で炭化水素およびそれらに由来するマス
フラグメント（CH4, C2H2, C2H3, C2H5, C6H6）が

生じ、200、100 GPaでは炭化水素（CH4, C2H2, 
C2H5, C2H3, C2H6, C3H8, C6H6）に加えてH2Sを主
とする硫黄化合物（他にSO, COS, SO2）が生じ

た。Parnalee隕石から生じた揮発性成分量は
Murchison隕石に比べて少なかった。初期地球大
気における還元性化合物の生成には普通コン

ドライトを想定した還元作用の高い金属鉄と

無機炭素又は窒素、水との衝撃反応が着目され

ているが（Nakazawa et al. 2005; Furukawa et al. 
2009）、本研究結果から、金属鉄が乏しい酸化
的な炭素質コンドライトの衝撃反応でも、有機

炭素と硫黄化合物が還元力を担い、多種の還元

的揮発性炭素化合物をより多量に生じること

が明らかとなった。 
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